
 

主な目次 
基礎編 
１ 感染症とは 
２ 家庭でできる感染対策 
３ 家庭でできる食中毒予防 
４ 予防接種 
５ 症状からみた感染症のとらえ方 
①症状別 熱がある 
②症状別 せきがでる 
③症状別 おなかが痛い 
④症状別 下痢 
⑤症状別 頭が痛い 
⑥症状別 皮膚の症状 

島しょの情報（11島の医療機関からの報告） ≪第１４週 (3/31～4/6 )≫  

・インフルエンザの医療機関あたりの報告数は、0.00で前週（0.00）と同様、報告はありません。 

・新型コロナウイルス感染症の医療機関あたりの報告数は、0.64で前週(1.55)より減少しています。 

「感染症予防ハンドブック」の紹介 

感 染 症 週 報 

 
（三宅管内感染症発生動向調査報告） 

（三宅管内感染症発生動向調査より集計） 

令和 7（2025)年 第 14週 ( 3/31 ～ 4/6 ) 

 ) 三宅島  感染症の報告はありません 

御蔵島  感染症の報告はありません 

 

（編集･発行）東京都島しょ保健所 三宅出張所  

電話 04994-2-0181  FAX 04994-2-1009 

https://www.hokeniryo.metro.tokyo.lg.jp/tousyo/miyake/ 

「日常で役立つ！感染症予防ハンドブック 
～あなたや大切な人を守るために～」 

東京都保健医療局 東京 iCDC 
2025年 3月 106頁 

日常の感染症の予防や、発熱・せきなどの

症状で不安なときに参考になる情報、疾病別

の対策などをまとめたハンドブックです。 

スマートフォンでも見やすいようにイラストを多

く掲載しています。ぜひ、日常生活の中でこの

ハンドブックを活用していただき、みなさまや大

切な人の健康を守るためにお役立てください。 

疾病別の対策編 
１ 子供がかかりやすい感染症 
①RSウイルス感染症 
②ヘルパンギーナ 
③A群溶血性レンサ球菌咽頭炎 
④咽頭結膜熱 ほか 
２ 大人も子供も気をつけたい感染症 
①新型コロナウイルス感染症 
②インフルエンザ 
③マイコプラズマ肺炎 
④百日咳 ほか 

（本書「はじめに」より抜粋） 

本書はこちらから 

東京都の注目される定点把握対象疾患  ≪ 東京都感染症週報 第１３週 ≫ 

・インフルエンザの定点当たり報告数は、1.91で前週（1.94）から横ばいで推移しています。  

・感染性胃腸炎の定点当たり報告数は、7.87で前週（10.73）より減少しています。 

https://www.hokeniryo.metro.tokyo.lg.jp/tousyo/miyake/


令和７(2025）年 第 14 週 令和７年 ～

9 週 10 週 11 週 12 週 13 週 13 週

RSウイルス感染症 0 (0)

咽頭結膜熱 0 (0)

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 0 (0)

感染性胃腸炎 0 (0)

水　　　痘 0 (0)

手 足 口 病 0 (0)

伝染性紅斑 0 (0)

突発性発しん 0 (0)

ヘルパンギーナ 0 (0)

流行性耳下腺炎 0 (0)

ＭＣＬＳ（川崎病） 0 (0)

不明発しん症 0 (0)

インフルエンザ 1 (0) 57 (3)

新型コロナウイルス感染症
(COVID-19) 2 (0) 1 (0) 1 (0) 18 (4)

※カッコ内：御蔵島報告数の再掲

 【三宅島出張所管内】 患者報告数推移グラフ
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島しょ保健所三宅出張所管内 感染症発生動向調査

東京都
定点あたり

三宅出張所管内　定点把握対象疾患報告数

疾病名
（小児科定点及びインフルエン

ザ
/COVID-19定点）

令和7
(2025)年

累計14週

令和7(2025)年

4/63/31

▉インフルエンザ

管内は三宅・御蔵両島の発生数計

都は定点あたり発生数

▉新型コロナウイルス感染症
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※５類感染症は、感染症発生動向調査を通じ皆さまに情報提供をすることにより、

感染症の発生および、まん延・拡大を防止することが目的です。

三宅管内の感染症状況は、落ち着いていますが陽性者がいないわけではありません。

今後の患者報告数を注視し、油断せず状況に応じて、

部屋の換気・咳エチケット・手洗いの基本的な感染対策を続けてください。


